
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
実習課題③

第二回実習課題発表（テーマ：町のPR動画）

第 15 週
実習課題①

第一回実習課題準備（テーマ：町のPR動画）

第 16 週
実習課題②

第二回実習課題準備（テーマ：町のPR動画）

第 13 週
実践課題（応用）①

高度な編集テクニック・エクスポートと共有

第 14 週
実践課題（応用）②

プロフェッショナルな編集のヒントとトリック

第 11 週
プロフェッショナルな編集のヒントとトリック④

グリーンスクリーンの使用方法とクロマキー合成

第 12 週
実践課題②

プロフェッショナルな編集のヒントとトリック

第 9 週
プロフェッショナルな編集のヒントとトリック②

オーディオエフェクトのマスタリング

第 10 週
プロフェッショナルな編集のヒントとトリック③

レイヤーとマスクの活用

第 7 週
実践課題①

高度な編集テクニック・エクスポートと共有

第 8 週
プロフェッショナルな編集のヒントとトリック①

カラーグレーディングの応用

第 5 週
エクスポートと共有①

プロジェクトのエクスポート形式と設定

第 6 週
エクスポートと共有②

SNSでの活用方法

クロップとズームの設定

第 3 週
高度な編集テクニック③

スローモーションとタイムラプスの作成

第 4 週
高度な編集テクニック④

モーショングラフィックスの追加と編集

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
高度な編集テクニック①

ピクチャインピクチャとスプリットスクリーンの作成

第 2 週
高度な編集テクニック②

100%

提出課題:全課題提出が必須

平常評価:平常点は学生の授業中への取り組み方で判定する

授業外における学修 特になし

教科書・教材 特になし

0% 課題評価 50% 平常評価 50% 合計

授業方法
CapCutを活用し、基礎から応用まで実習を行い、最終的に学生が指定テーマで独自に編集・制作できるスキルを習得す
る。

実務家教員による
実践的教育の内容

前職で担当していたSNSを活用したマーケティングの経験を活かし、動画編集の技術や視聴者の目を引く効果的な表現
方法、拡散を促す工夫などを指導し、より多くの人に届くコンテンツ制作を指導する。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
情報の可視化手法について学び、ビジネスの新しい仕組みについて考察する。

情報の可視化手法の１つとして動画編集アプリCapCutを使用し、様々な議題に対する動画を制作、発表する。

到達目標
情報の可視化手法を学び、ビジネスの新たな仕組みを考察することを目指す。その一環として、動画編集アプリCapCutを
活用し、様々な議題に対する動画を制作・発表することで、効果的な情報伝達の技術を習得する。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 事務職

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

後期

必修/選択区分 必修 授業形態 講義

担当教員 久保　琴音

2025

科目名 ビジネスデザインⅡ 科目コード B250

授業時間/週 2 時間/週 年次 1年 学期


